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令 和 6 年 度 教 育 行 政 執 行 方 針

Ⅰ はじめに

令和 6年第 1 回定例会の開会にあたり、名寄市教育委員会の教育

行政の執行に関する基本的な方針について申し上げます。

令和 5年度は新型コロナウイルス感染症への対応が緩和される中、

国では今後の社会を見据えて「第 4期教育振興基本計画」を策定し、

「持続可能な社会の創り手の育成」及び「日本社会に根差したウェル

ビーイングの向上」を掲げ、基本的方針、基本施策等を示しました。

北海道教育委員会では、令和 5年度から 5年間の「北海道教育推

進計画」を策定し、北海道が目指す「自立」と「共生」の基本理念の

もと、本道の教育課題の解決と地域創生の実現に向け、取組を進めて

おります。

名寄市教育委員会では、このような国や道の動向を踏まえるとと

もに、「名寄市総合計画（第 2次）後期基本計画」のもと、教育・文

化・スポーツ分野における基本目標である「生きる力と豊かな文化を

育むまちづくり」を胸に刻み、市民一人一人がウェルビーイングを感

じとれるよう、令和 6年度の「学校教育推進計画」、「社会教育推進計

画」の確実な推進に努めてまいります。
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以下、令和 6年度の学校教育、社会教育の主な施策について申し

上げます。

Ⅱ 重点施策の展開

１ 学校教育の重点施策の展開

はじめに、令和 6年度の学校教育における重点施策について申し

上げます。

令和5年度は、新型コロナウイルス感染症の法的位置付けが変わり、

学校教育では、制限されてきた教育活動を徐々に再開し、平常の活動

ができるようになってきました。

令和 6年度の学校教育では、社会の変化とそれに伴い生じる教育

課題に適時、適切に対応し、児童生徒にとって安全で安心できる教育

環境づくりとともに、学校教育全体を通じたウェルビーイングの向

上を目指し、「名寄市学校教育推進計画」に基づき、次の 4つの重点

的な取組を進めてまいります。

（１）信頼される学校づくりの推進

まず、第一に、信頼される学校づくりの推進について申し上げます。

児童生徒一人一人が資質能力を最大限に伸ばし、この学校で学ん

でよかったと思っていただける学校とするためには、各学校が地域



- 3 -

社会に開かれ、家庭や地域と信頼し合える関係を構築して、連携・協

力して子どもたちをともに育てることが重要です。

そのため、教育委員会、学校においては、人間尊重の精神と生命に

対する畏敬の念をもって、児童生徒を真ん中に、誰一人取り残すこと

なくウェルビーイングを実感できる学校づくりに努めてまいります。

また、児童生徒が生涯にわたって社会を生き抜く自立した学習者・

持続的な社会の創り手として成長していくことができるよう、児童

生徒、保護者、市民の皆様の意見を聴き、対話しながら、一人一人が

当事者意識や役割をもって、ともに学び・考え・創造して教育課題の

解決が図られるよう努めてまいります。

地域とともにある学校づくりの推進については、学校と地域がパ

ートナーとして連携・協働しながら学校運営に取り組む「コミュニテ

ィ・スクール」の一層の推進に努めてまいります。

特に、学校と地域との連絡・調整を図り、連携・協働を推進するた

めに市内の全学校運営協議会に配置した地域コーディネーターが、

その役割を発揮できるように取り組んでまいります。

各学校の学校経営については、児童生徒がよりよい教育活動を享

受できるよう、学校評価により明らかになった成果と課題を踏まえ、

本市共通モデルの学校経営計画及び学年経営案を効果的に活用して、

組織的・継続的に改善が図られるよう取り組んでまいります。
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小中一貫した教育については、各小中学校が義務教育 9年間を連

続した教育課程として捉え、学習指導や生徒指導で協力して児童生

徒の資質能力を伸ばすことが大切です。

そのため、各地区の小中学校において、児童生徒・学校・地域の実

態などを踏まえた具体的な取組が進むよう努めてまいります。

とりわけ、智恵文地区においては本年 4 月に本市初となる義務教

育学校「智恵文小中学校」が開校することから、義務教育学校として

の基盤を整え、地域の特色を生かした 9年間の系統性・連続性のあ

る教育課程の編成・実施に努めるとともに、風連地区においては名寄

市小中一貫教育校合同連絡会議を計画的に開催し、取組内容の質を

高めるよう努めてまいります。

教職員の資質能力の向上については、教育の質は直接、児童生徒の

教育活動などを担う教職員の力量に影響されることから、常に研究

と修養に努め、専門性の向上を図っていただけるよう、教職員の研修

機会の確保と研修内容・方法の工夫改善に努めてまいります。

特に、北海道教育委員会の指導主事による学校訪問の積極的な活

用や、ミドルリーダーを核に名寄市教育改善プロジェクト委員会な

どの名寄市教育研究所での活動などを通じて、教職員が主体的に学

び合えるよう支援に努めてまいります。

学校における働き方改革の推進については、名寄市教育改善プロ
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ジェクト委員会を中心に、各学校において教職員の意識改革を進め、

短期的な検証改善サイクルを構築するなどして、教職員一人一人が

働き方が改善されているという実感をもつことができるよう取り組

んでまいります。

（２）生きる力を育てる教育の推進

第二に、生きる力を育てる教育の推進について申し上げます。

これからの複雑で変化の激しい社会においては、子どもたちが自

信をもって自分の人生を切り拓き、よりよい社会と幸福な人生の創

り手となる生きる力を身に付けられるようにすることが重要です。

そのため、各学校の教育課程については、学習指導要領の社会に開

かれた教育課程の理念に基づき、家庭や地域と連携・協働して教育活

動の充実が図られるよう適切な編成・実施に努めてまいります。

確かな学力を育てる教育の推進については、各学校が全国学力・学

習状況調査などにより把握した児童生徒の実態などを踏まえ、育成

を目指す資質能力を明確にして、主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた日常の授業改善を積み重ねていくことが大切です。

そのため、児童生徒一人一人の資質能力、興味・関心・意欲などを

的確に捉え、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実が図られ

るよう、授業においては、デジタル教科書やＡＩドリルの導入など一
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人 1台端末の効果的な活用や、加配教員等による小学校における教

科担任制の取組などにより指導方法・指導体制の工夫改善に努めて

まいります。

また、名寄市教育改善プロジェクト委員会を中心に学力向上の取

組の検証と改善を組織的・効果的に行うとともに、家庭と連携しなが

ら、一人 1 台端末の持ち帰りによるＡＩドリルの活用を図るなど家

庭学習の充実に向けた取組を推進してまいります。

あわせて、北海道教育委員会の指定事業「学校力向上に関する総合

実践事業」に取り組み、市内の学校が一体となった学力向上の取組を

推進してまいります。

豊かな心を育てる教育の推進については、人間尊重の精神、自他の

生命を尊重する心、規範意識や公正な判断力などを育てることが大

切です。

そのため、「特別の教科 道徳」を要として、地域教材の効果的な

活用や家庭、地域との連携を図りながら、学校教育活動全体を通じて

道徳性を養う道徳教育の充実に努めてまいります。

生徒指導については、課題解決的な対応にとどまることなく、教師

と児童生徒との信頼ある関係の中で、すべての児童生徒の発達を支

え、課題の未然防止ができるよう積極的な生徒指導の充実に努めて

まいります。
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いじめの根絶に向けては、教育委員会及び全小中学校において定

めている「いじめ防止基本方針」などに基づき、すべての教職員がい

じめの定義や組織的な対応などについて一層理解を深め、家庭や地

域・関係機関と連携した未然防止、早期発見・早期対応に努めてまい

ります。

また、「名寄市小中高いじめ防止サミット」を引き続き実施し、各

学校のいじめ防止の取組の交流を通じて、児童生徒の自発的・自治的

な活動によるいじめ根絶の取組の活性化を図り、いじめ根絶のため

の取組をさらに徹底してまいります。

読書活動については、全小学校に配置している学校司書を活用し

た図書の選定や配置の工夫、市立図書館との連携した取組などによ

り、児童生徒が図書に興味・関心をもち読書意欲を高めるよう取り組

んでまいります。

健やかな体を育てる教育の推進については、児童生徒の心身の調

和のとれた発達を図るためには、運動を通じて体力を養うとともに、

食育の推進を通じて望ましい食習慣を身に付けるなど、健康的な生

活習慣を形成することが大切です。

そのため、各学校が全国体力・運動能力、運動習慣等調査などによ

り把握した児童生徒の実態などを踏まえ、体育・保健体育の授業改善

に努めるとともに、「1校 1実践」の体力づくりや「早寝、早起き、
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朝ごはん」の取組が充実するよう努めてまいります。

食育については、栄養教諭の専門性を生かし、学校給食を生きた教

材として効果的に活用するほか、各学校における食育推進体制の一

層の整備、家庭や地域と連携した望ましい食習慣を身に付ける取組

の充実などに取り組んでまいります。

性に関する指導の充実に向けては、学習指導要領に基づき、児童生

徒の発達段階や状況などを踏まえ、学校全体で共通理解を図り、保護

者の理解を得ることなどに配慮して適切に行われるよう取り組んで

まいります。

学校給食については、令和 6 年 4 月からの学校給食費の値上げに

対して支援を行い、安定的な給食の提供に努めます。

また、使用する食材については安全安心な食材の選定に細心の注

意を払い、積極的な地産地消に努め、児童生徒の健康や食育に資する

献立の創意工夫に取り組んでまいります。

さらに、学校給食が児童生徒の学校生活を豊かにし、楽しい時間と

なるよう、献立表などを活用して食に関する情報発信に努めてまい

ります。

（３）社会の変化や多様な教育ニーズへの対応

第三に、社会の変化や多様な教育ニーズへの対応について申し上
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げます。

まず、特別支援教育については、児童生徒一人一人の教育的ニーズ

に応じた支援を行うとともに、障がいのある児童生徒と障がいのな

い児童生徒が、可能な限りともに学ぶ「インクルーシブ教育システム」

を構築することが重要です。

そのため、特別な支援を必要とする児童生徒への就学前から学齢

期、社会参加まで、関係機関などとの連携を充実させながら、切れ目

ない支援体制の整備を図ってまいります。

また、名寄市立大学と連携し、特別支援教育に関する研修の充実や

特別支援学校教諭免許状の取得率の向上を目指してまいります。

さらに、誰一人取り残すことのないよう、一人一人の教育的ニーズ

に応じたきめ細かな支援に努めるため、学習支援員、生活支援員の適

切な配置や名寄版個別の支援計画「すくらむ」の効果的な活用に努め

てまいります。

不登校児童生徒への対応については、一人一人の実情などに応じ

たきめ細かな指導・支援を行う必要があることから、学校における児

童生徒理解・教育支援シートなどの各種データを有効に活用すると

ともに、各学校が関係機関と連携を図りながら、組織的、計画的、継

続的に対応できるよう努めてまいります。

また、状況に応じてスクールソーシャルワーカーを学校などに派
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遣し、効果的な支援について関係者が協議できる機会を設けるとと

もに、中学校に配置している心の教室相談員による教育相談が、必要

に応じて小学校でも実施できるよう取り組んでまいります。

さらに、不登校児童生徒の様々な状況やニーズなどに対応できる

よう、適応指導教室の利用や学校における別室登校などの受入体制

の工夫、一人 1台端末を活用したオンラインによる学習支援やカウ

ンセリングの実施など、多様で効果的な教育や相談の機会・場の確保

に努めてまいります。

情報教育については、Ｓｏｓｉｅｔｙ5.0 の時代を迎え、これから

の未来を創る児童生徒には、情報活用能力の育成が必須であること

から、一人 1台端末を適切、効果的に活用した教育活動の充実と必

要なＩＣＴ環境の整備に努め、教育ＤＸを推進してまいります。

また、最近のインターネット上での誹謗中傷やいじめ、犯罪や違

法・有害情報の問題の深刻化、インターネット利用の長時間化などの

状況を踏まえ、児童生徒に対して「情報社会で適正な活動を行うため

の基になる考え方と態度（情報モラル）」の育成に努めてまいります。

国際理解教育については、学校教育活動全体において、自分が生ま

れ育ったふるさとと、他国の文化や考え方を理解し、尊重する取組が

充実するよう努めてまいります。

また、外国人英語指導助手を活用し、英語によるコミュニケーショ
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ン能力の育成に努めるとともに、外国語活動・外国語の授業において

も、一人 1 台端末やデジタル教科書を効果的に活用して、児童生徒

が英語などの外国語に慣れ親しみ、主体的にコミュニケーションを

図ろうとする態度が養われるよう取り組んでまいります。

キャリア教育については、学校教育活動全体を通じて児童生徒に

学校で学ぶことと社会との接続を意識させ、社会的・職業的自立に向

けて基盤となる資質能力が育成されるよう努めるとともに、各学校

において職場見学や職場体験活動、社会人講話などを実施し、児童生

徒の望ましい勤労観や職業観を育てる指導が充実するよう努めてま

いります。

主権者教育については、児童生徒の健全な成長や自立を促すため

には、児童生徒が意見を述べたり、他者との対話や議論を通じて考え

る機会を持つことが重要であることから、児童生徒の意見を聴く機

会や、児童会・生徒会などの場において、自己の取組活動について確

認したり、議論したりする機会の創出に努めてまいります。

また、児童生徒にとって一番身近な社会である学級や学校の様々

な教育活動において、生活上の課題を見出し、課題を解決するための

話し合いや合意形成を図る経験が積めるよう取り組んでまいります。

部活動改革については、国が示した「段階的な地域部活動への移行」

に向け、地域の文化・スポーツ団体やＮスポーツコミッションなどと
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協議を進めるとともに、名寄市教育改善プロジェクト委員会と連携

し、教職員の負担軽減と生徒の活動機会の確保を両輪とした「ＮＡＹ

ＯＲＯスタイル部活動改革推進事業」の推進に努めてまいります。

（４）安全安心な教育環境の整備

第四に、安全安心な教育環境の整備について申し上げます。

まず、未耐震施設で老朽化が著しい名寄中学校については、令和 6

年度から校舎などの改築工事を進めてまいります。

未耐震施設の名寄東中学校については、名寄産業高等学校光凌キ

ャンパスの活用に向けて北海道教育委員会と協議を進めてまいりま

す。

また、学校の猛暑対策として、市内小中学校のすべての普通教室に、

可能な限り早期に空調設備の設置を進めてまいります。

市内小中学校の和式トイレについては、計画的に洋式トイレに改

修してまいります。

危機管理については、学校をはじめ各関係機関と連携し、「危機管

理マニュアル」や「安全マップ」などの適宜見直しと、それに基づく

校内や登下校時の安全確保に向けた取組を徹底してまいります。

また、自他の命を守り、災害が発生する前の備え方や災害発生時の

対処の仕方などを学び、それを実践に移すことができるよう、関係機
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関と連携し防災教育の推進に努めてまいります。

さらに、性犯罪・性暴力を根絶するため国が進めている「生命（い

のち）の安全教育」に取り組み、学校における児童生徒がＳＯＳを出

せる環境づくりや相談体制の強化を図るとともに、学校、家庭、地域

が連携して生命の尊さを学び生命を大切にする教育や、一人一人を

尊重する教育が一層徹底されるよう取り組んでまいります。

２ 社会教育の重点施策の展開

次に、社会教育における重点施策について申し上げます。

令和 5年度は、新型コロナウイルス感染症の法的位置付けが変わ

り、社会教育では、密集や密接により実施が制限されていた事業が動

き出しました。

令和 6年度の社会教育・生涯学習は、つながることをキーワード

として、社会教育施設が連携・協働し、様々な学びの機会や文化芸術

に触れる機会を提供し、市民一人一人がウェルビーイングを感じら

れるよう、「名寄市社会教育推進計画」に基づき、次の 4つの重点的

な取組を進めてまいります。

（１）生涯学習社会の形成

まず、第一に、生涯学習社会の形成について申し上げます。
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生涯学習活動の推進と学習への支援については、子どもから高齢

者まで、すべての市民が生涯にわたって主体的に学習し、充実した人

生を送ることができるよう、生涯学習推進体制の整備に努めてまい

ります。

そのため、社会教育施設間の情報共有や連携を図り、施設が相互協

力できる体制づくりに努めるとともに、市民の学習活動の成果を地

域課題の解決やまちづくりなどにつなげていくため社会教育主事の

配置や、学びに関する相談体制の充実のため生涯学習推進アドバイ

ザーの配置を継続してまいります。

また、ＩＣＴを効果的に活用した情報の発信や、オンラインでの講

座の実施を通じて、多様な交流やつながりの機会を広げてまいりま

す。

公民館活動については、社会教育施設や関係部局との連携による

市民講座の充実など特色ある生涯学習活動を推進し、分館活動を含

めた多様で身近な学習機会の提供に努めてまいります。

特に、名寄市公民館では、体験型の講座「エンレイカレッジ」を実

施し、名寄の魅力や歴史に触れるとともに、オンラインでの学習機会

の提供に努めてまいります。

智恵文公民館では、義務教育学校や地区の各種団体との連携のも

と、農村地区という地域の歴史や自然などの特性を踏まえ、世代間で
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交流しながら地域資源を継承する生涯学習活動の推進に努めてまい

ります。

風連公民館では、ふうれん地域交流センターを拠点とし各種団体

と連携・協働した事業を実施するとともに、陶芸センターを活用した

公民館講座の開催や地域の伝統芸能活動など生涯学習活動の推進に

努めてまいります。

次に、市立図書館については、市民の読書活動と学びを支援する身

近な教育施設として、幅広い資料収集及び機能の充実に努め、利用者

ニーズに即したきめ細やかな読書サービスを提供してまいります。

また、子どもの読書活動を推進するため、家庭、地域で活動するボ

ランティア団体、幼児施設、学校と連携を図り、各種行事の開催や情

報発信、読書環境整備などの具体的な取組を推進してまいります。

北国博物館については、地域に根差した視点に立って、地域の歴史

や自然、文化を伝える普及事業や各種展示会の充実に取り組み、何度

でも来館したくなるような魅力ある施設運営に努めるとともに、デ

ジタル技術を活用し、地域の魅力を広く伝えるよう情報発信に取り

組んでまいります。

なよろ市立天文台については、観望会やプラネタリウム、映像配信

のほかデジタル技術を活用した取組を一層充実させ、市民に親しみ

ある天文普及に努めてまいります。
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また、天文台の協力団体と連携を図り、天文普及活動や情報発信に

取り組んでまいります。

さらに、移動天文台車を利用し、名寄市内だけでなく近隣地域や東

京都杉並区での観望会を行い、交流に努めるとともに、北海道大学や

他の天文台などとの協力により、研究観測を推進してまいります。

次に、地域連携・協働による社会教育の推進については、地域の人

づくり、つながりづくり、地域づくりの一端を担うため、地域の各種

団体との連携を工夫して、社会教育活動を推進してまいります。

また、「学校を核とした地域づくり」を進めるため、地域学校協働

活動を推進するとともに、「地域とともにある学校づくり」の充実が

図られるよう、地域学校協働活動等人材バンクの登録と活用の推進

に努めてまいります。

（２）家庭教育の推進

第二に、家庭教育の推進について申し上げます。

家庭における教育力を向上させるため、関係機関と連携し、子育て

中の家庭同士の交流を図るなど、家庭教育支援事業の充実と、家庭教

育や子育てに関する学習や相談機会が気軽に得られるよう､情報提

供や相談体制の整備に努めてまいります。

また、地域全体で家庭や子どもを支え見守る環境をつくるため、市
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民への啓発や、北海道教育委員会と協定を締結する家庭教育サポー

ト企業の拡大に努めてまいります。

（３）青少年の健全育成

第三に、青少年の健全育成について申し上げます。

未来をつくる青少年が心の豊かさ、創造性や社会性などを養い、時

代の変化に的確に対応できる人間として育つよう、教育環境の整備

に努めてまいります。

高校生や青少年のリーダーを育成するために、子ども会育成連合

会などと連携したリーダー育成事業に取り組んでまいります。

また、学校外での体験交流活動を推進するために、スポーツ大会の

開催や野外体験学習、東京都杉並区との小学生交流などに取り組ん

でまいります。

名寄市二十歳を祝う会については、二十歳を対象とし、実行委員会

を中心に企画運営を行い、趣向を凝らした内容で開催してまいりま

す。

名寄市児童センター、風連児童会館では、自由来館型の施設として、

遊びやスポーツ、各種行事や体験活動を通じて児童の健全育成を図

ってまいります。

放課後児童クラブでは、放課後における児童の安全安心な居場所
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を提供することを通じて、保護者の仕事と子育ての両立を支援して

まいります。

民間学童保育所に対しては、児童の安全安心な居場所となるよう

環境整備、運営に対し、必要な支援を行ってまいります。

青少年センターでは、地域や各学校、関係機関などと連携を図り、

青少年の問題行動の未然防止や安全確保に努めてまいります。

また、不審者対策や犯罪のない地域づくりのために、市内の巡視活

動を行い、子どもたちが安全安心に学び遊べる環境づくりに努めて

まいります。

教育相談センターでは、社会が多様化する中で、不登校などの様々

な悩みの受け皿が必要とされていることから、学校や家庭、関係機関

との情報交換、連携を強化し、教育相談体制の充実に努めてまいりま

す。

適応指導教室では、不登校児童生徒の心情や悩みを受け止め、生活

支援や学習支援を行いながら、学校復帰と社会的な自立に向けた取

組を行ってまいります。

放課後子ども教室では、小学 4年生から小学 6年生までを対象に、

勉強やスポーツ、文化活動、地域との交流活動などに取り組み、自ら

学ぶ姿勢を高め、学習習慣の定着を図ってまいります。
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（４）地域文化の継承と創造

第四に、地域文化の継承と創造について申し上げます。

名寄市文化芸術振興条例並びに名寄市文化芸術の振興に関する基

本方針に基づき、文化芸術の振興と継承を図り、市民個人や団体によ

る主体的、創造的な文化芸術活動を推進してまいります。

市民文化センター大ホールＥＮ－ＲＡＹやふうれん地域交流セン

ターを核とした鑑賞事業、アウトリーチを含めた文化芸術鑑賞事業

を実施するとともに、優れた文化芸術に触れる機会の提供として、文

化芸術鑑賞バスツアーを実施してまいります。

また、市民が日頃の文化活動の成果を発表する文化祭を実施して

まいります。

歴史や文化財の継承については、北国博物館を核として地域に関

わる歴史や文化の普及活動に努めるとともに、地域の宝として文化

財の保護と伝承活動の支援に努めてまいります。

また、郷土の発展に大きく貢献し、全国的に活躍した名寄ゆかりの

人物について、その功績や生き方を後世に伝えていくため、普及活動

にも努めてまいります。

Ⅲ むすび

以上、令和 6年度の教育行政執行方針について申し上げました。
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本年 1月 1 日に令和 6年能登半島地震が発生し、改めて、先を予

測することは困難であり、社会がどのように変化しようとも、周りの

人々と協働しながら課題を解決し、豊かで幸せな人生を切り拓いて

いくことのできる生きる力を育むことの大切さを感じました。

名寄市教育委員会といたしましては、めまぐるしく変化する社会

において、いつの時代も人を育む教育は社会の礎であり、幸せ、発展

の原動力であることを肝に銘じ、地域全体で名寄の教育をさらに充

実させることができるよう、学校・家庭・地域・行政による連携・協

働をこれまで以上に強め、本市教育の振興・発展に熱意をもって誠心

誠意取り組んでまいります。

議員並びに市民の皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げ

ます。


